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SH-2A用E200FおよびE10A-USBエミュレータ
ご使用上のお願い

SuperH RISC engineファミリ用エミュレータ E200FおよびE10A-USBの使用上の制限事項を連絡しま
す。

1. 該当製品
SuperH RISC engineファミリ SH7200シリーズ SH7206グループ用：
  製品名：E200F
  型名： R0E0200F1EMU00

  製品名：E10A-USB
  型名： HS0005KCU01HまたはHS0005KCU02H

2. 内容
PC ブレークポイント成立によるブレークにより、R0レジスタの値が不正になる場合があります。

3. 回避策
PC ブレークポイントを使用しないで、以下のハードウェアブレークポイントを使用してください。
これらはPC ブレークポイントと同様、設定アドレスの命令を実行する直前にプログラム実行をブ
レークさせることができます。

E200Fご使用時:
On Chip Event ハードウェアブレークポイントのPrefetch address break before executing条件を
ご使用ください。

E10A-USBご使用時:
Event Condition ハードウェアブレークポイントのPrefetch address break before executing条件
をご使用ください。

上記2つのブレークポイントの設定方法は、PC ブレークポイントと同様に、エディタウィンドウまた



は逆アセンブリウィンドウのOn Chip Eventカラムをダブルクリックすることで設定できます。

[免責事項]
過去のニュース内容は発行当時の情報をもとにしており、現時点では変更された情報や無効な情報が含まれている場合があります。
ニュース本文中のURLを予告なしに変更または中止することがありますので、あらかじめご承知ください。

© 2010-2016 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved.


